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１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 コア営業利益 営業利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する

四半期利益

四半期包括
利益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 612,144 8.7 5,670 － 11,499 － 33,886 － 24,383 － 69,876 △6.2

2024年３月期第１四半期 563,143 △27.3 △53,598 － △71,747 － △51,182 － △33,153 － 74,497 △61.3

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 14.91 14.90

2024年３月期第１四半期 △20.27 －
(参考) 持分法による投資損益 2025年３月期第１四半期 △17,352百万円 2024年３月期第１四半期 △12,042百万円

税引前四半期利益 2025年３月期第１四半期 37,481百万円 2024年３月期第１四半期 △49,862百万円

※コア営業利益は、持分法による投資損益を含む営業利益から非経常的な要因により発生した損益を控除した経常的な収益力を表す

損益概念であります。

※2024年３月期第１四半期の希薄化後１株当たり四半期利益については、潜在株式は存在するものの逆希薄化効果を有するため

記載しておりません。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 3,949,741 1,226,921 1,022,977 25.9

2024年３月期 3,934,818 1,164,366 965,753 24.5

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 6.00 － 3.00 9.00

2025年３月期 －

2025年３月期(予想) 3.00 － 6.00 9.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上収益 コア営業利益 営業利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的１株当たり

当期利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通期 2,670,000 9.1 100,000 － 70,000 － 20,000 － 12.23
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無

※第２四半期連結累計期間の業績予想については見通しが困難であることから開示を行っておりません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 － 社（社名） 、 除外 － 社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2025年３月期１Ｑ 1,656,449,145株 2024年３月期 1,656,449,145株

② 期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 20,504,544株 2024年３月期 20,500,922株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2025年３月期１Ｑ 1,635,748,188株 2024年３月期１Ｑ 1,635,216,496株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、潜在的なリスクや不確定な要因を含んでいます。実際の業績等に重大な影響を与えうる主な要因としては、当社グループ

の事業領域を取り巻く経済情勢、製品市場における需要動向、競争激化による販売価格の下落、原料品の価格の上昇、為替相場の変動が

あります。但し、業績に変動を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上収益は、前年同四半期連結累計期間（以下「前年同四半

期」という。）に比べ490億円増加し、6,121億円となりました。損益面では、コア営業利益は57億円、営業利益は

115億円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は244億円となり、それぞれ前年同四半期と比べ改善しました。

当第１四半期連結累計期間のセグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。

なお、セグメント損益は、持分法による投資損益を含む営業損益から非経常的な要因により発生した損益を控除

した経常的な収益力を表す損益概念であるコア営業損益で表示しております。

（エッセンシャルケミカルズ）

合成樹脂やメタアクリル、各種工業薬品等は原料価格の上昇により、販売価格が上昇しました。この結果、売上

収益は前年同四半期に比べ、95億円増加し2,019億円となりました。コア営業損益は持分法適用会社であるラービグ

リファイニング アンド ペトロケミカル カンパニーの業績が悪化した一方で、市況の改善により、前年同四半期並

みの207億円の損失となりました。

（エネルギー・機能材料）

正極材料の原料金属の市況が低水準で推移しました。また、アルミニウムの出荷が減少しました。一方、前年同

四半期低調であった自動車関連用途の出荷は増加しました。この結果、売上収益は前年同四半期に比べ、54億円減

少し680億円となり、コア営業利益は固定費の減少等により前年同四半期に比べ、７億円増加し37億円となりまし

た。

（情報電子化学）

ディスプレイ関連材料、半導体プロセス材料である高純度ケミカルやフォトレジストのいずれも、需要の拡大に

より出荷が増加しました。この結果、売上収益は前年同四半期に比べ、170億円増加し1,115億円となり、コア営業

利益は前年同四半期に比べ、119億円増加し185億円となりました。

（健康・農業関連事業）

農薬は北米、インド等において出荷が堅調に推移しました。また、メチオニン（飼料添加物）は前年同四半期に

比べ市況が上昇しました。この結果、売上収益は前年同四半期に比べ、106億円増加し1,133億円となりました。コ

ア営業利益は前年同四半期に比べ、120億円改善し50億円となりました。

（医薬品）

北米においてオルゴビクス（進行性前立腺がん治療剤）、マイフェンブリー（子宮筋腫治療剤）、ジェムテサ

（過活動膀胱治療剤）の売上が拡大しました。一方、国内においては、薬価改定等の影響がありました。この結果、

売上収益は前年同四半期に比べ、149億円増加し979億円となりました。コア営業損益は、売上収益の増加に加え、

北米グループ会社の再編等による事業構造改善効果の発現や、研究開発投資の選択と集中による研究開発費を含む

販売費及び一般管理費の大幅な削減により、前年同四半期に比べ327億円改善し５億円の損失となりました。

（その他）

上記５部門以外に、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務、物性分析・環境分析

業務等を行っております。これらの売上収益は前年同四半期に比べ、23億円増加し196億円となり、コア営業利益は

前年同四半期に比べ４億円増加し28億円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、円安による邦貨換算の影響があり、前連結会計年度末に比べ149億円

増加し、３兆9,497億円となりました。主に棚卸資産が増加しました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ476億円減少し、２兆7,228億円となりました。有利子負債は、前連結会計

年度末に比べ448億円減少し、１兆5,187億円となりました。

資本合計（非支配持分を含む）は、四半期利益を計上したことに加え、円安の影響により在外子会社に係る邦貨

換算差額が増加したため、前連結会計年度末に比べ626億円増加し、１兆2,269億円となりました。

親会社所有者帰属持分比率は、前連結会計年度末に比べて1.4ポイント増加し、25.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年４月30日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 217,449 234,258

営業債権及びその他の債権 620,022 604,600

その他の金融資産 31,338 55,231

棚卸資産 709,637 760,915

その他の流動資産 79,077 93,163

小計 1,657,523 1,748,167

売却目的で保有する資産 18,359 15,363

流動資産合計 1,675,882 1,763,530

非流動資産

有形固定資産 796,526 819,942

のれん 263,757 278,547

無形資産 272,921 282,905

持分法で会計処理されている
投資

319,988 317,363

その他の金融資産 412,747 298,795

退職給付に係る資産 110,390 110,436

繰延税金資産 37,070 42,211

その他の非流動資産 45,537 36,012

非流動資産合計 2,258,936 2,186,211

資産合計 3,934,818 3,949,741
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

社債及び借入金 585,905 566,734

営業債務及びその他の債務 543,384 564,337

その他の金融負債 77,610 78,967

未払法人所得税等 8,545 29,207

引当金 90,919 98,118

その他の流動負債 129,087 105,007

小計 1,435,450 1,442,370

売却目的で保有する資産に
直接関連する負債

8,037 18,225

流動負債合計 1,443,487 1,460,595

非流動負債

社債及び借入金 977,581 951,999

その他の金融負債 100,144 100,562

退職給付に係る負債 30,589 30,832

引当金 46,059 32,384

繰延税金負債 121,146 100,480

その他の非流動負債 51,446 45,968

非流動負債合計 1,326,965 1,262,225

負債合計 2,770,452 2,722,820

資本

資本金 89,938 89,938

資本剰余金 237 213

利益剰余金 578,175 624,651

自己株式 △8,355 △8,356

その他の資本の構成要素 304,033 316,649

売却目的で保有する資産に関連する
その他の包括利益

1,725 △118

親会社の所有者に帰属する持分
合計

965,753 1,022,977

非支配持分 198,613 203,944

資本合計 1,164,366 1,226,921

負債及び資本合計 3,934,818 3,949,741
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

売上収益 563,143 612,144

売上原価 △434,011 △440,306

売上総利益 129,132 171,838

販売費及び一般管理費 △178,072 △151,235

その他の営業収益 10,135 13,632

その他の営業費用 △20,900 △5,384

持分法による投資損益（△は損失） △12,042 △17,352

営業利益（△は損失） △71,747 11,499

金融収益 39,171 40,162

金融費用 △17,286 △14,180

税引前四半期利益（△は損失） △49,862 37,481

法人所得税費用 △1,320 △3,595

四半期利益（△は損失） △51,182 33,886

四半期利益（△は損失）の帰属

親会社の所有者 △33,153 24,383

非支配持分 △18,029 9,503

四半期利益（△は損失） △51,182 33,886

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（△は損失）（円） △20.27 14.91

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － 14.90
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要約四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

四半期利益（△は損失） △51,182 33,886

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する資本性金融資産

36,468 △5,376

確定給付制度の再測定 △5 △7

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

407 981

純損益に振り替えられることのない
項目合計

36,870 △4,402

純損益に振り替えられる可能性のある項目

キャッシュ・フロー・ヘッジ 816 387

在外営業活動体の換算差額 81,672 29,117

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

6,321 10,888

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

88,809 40,392

その他の包括利益合計 125,679 35,990

四半期包括利益 74,497 69,876

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 63,422 62,157

非支配持分 11,075 7,719

四半期包括利益 74,497 69,876
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2023年４月１日 89,810 － 891,552 △8,349 81,869 －

四半期利益（△は損失） － － △33,153 － － －

その他の包括利益 － － － － 21,714 10

四半期包括利益合計 － － △33,153 － 21,714 10

自己株式の取得 － － － △1 － －

自己株式の処分 － 0 － 0 － －

配当金 － － △9,812 － － －

子会社の支配喪失に伴う
変動 － － 349 － － －

非支配持分との取引 － － － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － 5,366 － △5,356 △10

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － － －

所有者との取引額等合計 － 0 △4,097 △1 △5,356 △10

2023年６月30日 89,810 0 854,302 △8,350 98,227 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

その他の資本の構成要素 売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2023年４月１日 △539 116,500 197,830 349 1,171,192 317,997 1,489,189

四半期利益（△は損失） － － － － △33,153 △18,029 △51,182

その他の包括利益 869 73,982 96,575 － 96,575 29,104 125,679

四半期包括利益合計 869 73,982 96,575 － 63,422 11,075 74,497

自己株式の取得 － － － － △1 － △1

自己株式の処分 － － － － 0 － 0

配当金 － － － － △9,812 △3,934 △13,746

子会社の支配喪失に伴う
変動 － － － △349 － － －

非支配持分との取引 － － － － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － △5,366 － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － － － －

所有者との取引額等合計 － － △5,366 △349 △9,813 △3,934 △13,747

2023年６月30日 330 190,482 289,039 － 1,224,801 325,138 1,549,939
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当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2024年４月１日 89,938 237 578,175 △8,355 83,448 －

四半期利益（△は損失） － － 24,383 － － －

その他の包括利益 － － － － △623 274

四半期包括利益合計 － － 24,383 － △623 274

自己株式の取得 － － － △1 － －

自己株式の処分 － △0 － 0 － －

配当金 － － △4,908 － － －

子会社の支配喪失に伴う
変動 － － － － － －

非支配持分との取引 － △24 － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － 27,001 － △26,727 △274

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － － －

所有者との取引額等合計 － △24 22,093 △1 △26,727 △274

2024年６月30日 89,938 213 624,651 △8,356 56,098 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

その他の資本の構成要素 売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2024年４月１日 319 220,266 304,033 1,725 965,753 198,613 1,164,366

四半期利益（△は損失） － － － － 24,383 9,503 33,886

その他の包括利益 387 39,461 39,499 △1,725 37,774 △1,784 35,990

四半期包括利益合計 387 39,461 39,499 △1,725 62,157 7,719 69,876

自己株式の取得 － － － － △1 － △1

自己株式の処分 － － － － 0 － 0

配当金 － － － － △4,908 △2,440 △7,348

子会社の支配喪失に伴う
変動 － － － － － 28 28

非支配持分との取引 － － － － △24 24 －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － △27,001 － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ 118 118 △118 － － －

所有者との取引額等合計 － 118 △26,883 △118 △4,933 △2,388 △7,321

2024年６月30日 706 259,845 316,649 △118 1,022,977 203,944 1,226,921
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益（△は損失） △49,862 37,481

減価償却費及び償却費 39,300 33,569

持分法による投資損益（△は益） 12,042 17,352

受取利息及び受取配当金 △5,581 △6,589

支払利息 6,784 7,425

事業構造改善費用 19,297 3,533

固定資産売却損益（△は益） △725 △10,135

営業債権の増減額（△は増加） 53,451 35,473

棚卸資産の増減額（△は増加） △34,127 △39,931

営業債務の増減額（△は減少） △22,303 3,782

前受収益の増減額（△は減少） △2,927 △2,961

引当金の増減額（△は減少） △35,791 1,268

その他 △82,192 △76,316

小計 △102,634 3,951

利息及び配当金の受取額 9,034 10,643

利息の支払額 △6,875 △7,808

法人所得税の支払額 △30,749 △8,104

事業構造改善費用の支払額 △694 △10,940

営業活動によるキャッシュ・フロー △131,918 △12,258

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） △4,599 △3,454

固定資産の取得による支出 △44,188 △36,076

固定資産の売却による収入 430 12,242

子会社の売却による収入 11,074 －

子会社の売却による支出 － △3,911

投資の取得による支出 △2,343 △902

投資の売却及び償還による収入 24,788 113,633

その他 1,399 962

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,439 82,494

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 79,406 △21,922

コマーシャル・ペーパーの純増減額
（△は減少）

53,000 18,000

長期借入れによる収入 29,956 34

長期借入金の返済による支出 △1,815 △36,718

社債の償還による支出 － △10,000

リース負債の返済による支出 △4,340 △4,550

配当金の支払額 △9,821 △4,919

非支配持分への配当金の支払額 △3,888 △2,441

その他 △450 △524

財務活動によるキャッシュ・フロー 142,048 △63,040

現金及び現金同等物に係る換算差額 19,464 6,862

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,155 14,058

現金及び現金同等物の期首残高 305,844 217,449

売却目的で保有する資産への振替に伴う
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

1,135 2,751

現金及び現金同等物の四半期末残高 323,134 234,258
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（財務報告の枠組み）

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２

項に準拠して作成しております（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用さ

れております）。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社

の取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、取り扱う製品・サービス別に事業を区分し、生産・販売・研究を一体的に運営する事業部門制

を採用しております。各事業部門は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、主に事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「エッセンシャルケミカルズ」、「エネルギー・機能材料」、「情報電子化学」、「健康・農業関連事業」及び

「医薬品」の５つを報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は、下表のとおりであります。

報告セグメント 主要な製品・サービス

エッセンシャル
ケミカルズ

合成樹脂、合成繊維原料、各種工業薬品、メタアクリル、合成樹脂加工製品等

エネルギー・機能材料
アルミナ製品、アルミニウム、化成品、添加剤、合成ゴム、
エンジニアリングプラスチックス、電池部材等

情報電子化学 光学製品、半導体プロセス材料、化合物半導体材料、タッチセンサーパネル等

健康・農業関連事業
農薬、肥料、農業資材、家庭用・防疫用殺虫剤、熱帯感染症対策資材、飼料添加物、
医薬品原薬・中間体等

医薬品 医療用医薬品、放射性診断薬等

２ 報告セグメントの情報

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「要約四半期連結財務諸表」において採用している会計処

理の方法と概ね同一であります。報告セグメントの損益は、営業損益から非経常的な要因により発生した損益を除

いて算出したコア営業損益で表示しております。

セグメント間の内部売上収益は市場実勢価格に基づいております。
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前第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
（注１）

調整額
（注２）

要約四半期
連結

財務諸表
計上額

エッセンシャル

ケミカルズ

エネルギー

・機能材料

情報電子

化学

健康・農業

関連事業
医薬品 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

192,353 73,383 94,451 102,707 82,985 545,879 17,264 － 563,143

セグメント間の
内部売上収益

1,361 5,466 110 762 1 7,700 20,164 △27,864 －

計 193,714 78,849 94,561 103,469 82,986 553,579 37,428 △27,864 563,143

セグメント利益
又は損失（△）
（コア営業損益）

△21,005 3,004 6,669 △7,049 △33,273 △51,654 2,430 △4,374 △53,598

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△4,374百万円には、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△4,379百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない全社共通研究費等であります。

当第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
（注１）

調整額
（注２）

要約四半期
連結

財務諸表
計上額

エッセンシャル

ケミカルズ

エネルギー

・機能材料

情報電子

化学

健康・農業

関連事業
医薬品 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

201,893 67,989 111,471 113,314 97,917 592,584 19,560 － 612,144

セグメント間の
内部売上収益

1,509 4,214 118 361 1 6,203 18,714 △24,917 －

計 203,402 72,203 111,589 113,675 97,918 598,787 38,274 △24,917 612,144

セグメント利益
又は損失（△）
（コア営業損益）

△20,701 3,745 18,549 4,962 △541 6,014 2,832 △3,176 5,670

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△3,176百万円には、セグメント間取引消去329百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△3,505百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない全社共通研究費等であります。
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セグメント損益から税引前四半期損益への調整は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

セグメント利益（△は損失） △53,598 5,670

固定資産売却益 725 10,135

事業構造改善費用 △19,297 △3,533

条件付対価に係る公正価値変動 △38 △78

その他 461 △695

営業利益（△は損失） △71,747 11,499

金融収益 39,171 40,162

金融費用 △17,286 △14,180

税引前四半期利益（△は損失） △49,862 37,481
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月２日

住友化学株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中 嶋 歩

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 富 田 亮 平

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 渡 辺 直 人

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている住友化学株式会社の2024年４月１日から2025年３月

31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状

態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用さ

れている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立して

おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

要約四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成すること

にある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要

と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に基づき、継続企業に関する事項

を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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要約四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から要約四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第５条第２項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継

続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において要約四半期連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続

できなくなる可能性がある。

・要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第５条第２

項（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第５条第５項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・要約四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、要約四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １ 上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２ XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。
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